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１  令和４年度水道関係予算等について 

（1） 令和４年度水道施設整備費予算 
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（2） 交付金・補助金の主な制度改正 
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（3） 会計検査について 
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２  適切な資産管理の推進について 
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（1） 点検を含む施設の維持・修繕 

○ 水道事業者等に、水道施設の点検を含む維持・修繕を義務付ける  （第 22 条の２） 

‧ 水道事業者、水道用水供給事業者の他、専用水道の設置者も対象。 

‧ 運転監視、巡視、維持（清掃等）、点検（目視等）、修繕により水道施設を良好な状態に保つこと。 

‧ 特にコンクリート構造物については、点検頻度や点検・修繕記録の保存等まで施行規則で定められて

いる。 

 

 

 

① 施設管理は予防保全型を基本とし、劣化や不具合の予兆が捉えられる場合には状態監視保全、

それが困難な場合には時間計画保全を適用すべきである。 

② 水道施設の状態監視保全においては、水道事業者等によって、各水道施設の特性にあわせた合

理的な巡視・点検方法等を設定し、これに基づく定期的な巡視・点検を行うこと。 

③ 水道事業者等で定めた巡視・点検方法等は明文化し、適宜見直しを行うことを基本とする。 

④ 令和元年９月に「水道施設の点検を含む維持・修繕の実施に関するガイドライン」が作成されてい

る。（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000205762_00008.html） 

留意事項 
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（2） 水道施設台帳の整備 

○ 水道事業者等に、台帳の整備を行うことを義務付ける  （第 22 条の３） 

・ 令和４年９月 30 日までに整備を完了すること。 

・ 水道施設台帳は、調書（管路・施設）、図面（一般図、施設平面図）及びその他により構成。 

・ 記載事項に変更があった場合は速やかに訂正するなど、適切な整理を継続して実施すること。 

 

‧ 長期的な資産管理を効率的に行う観点から、台帳の電子化に努める。 

‧ 資産データの一部が欠損している場合は、以下による情報の補完を検討する。 

・過去の工事記録整理 

・認可申請書に添付する図面及び工事設計書等の整理 

・現地調査 

・過去に在籍していた職員への聞き取り調査 

‧ 災害時に備え、分散保管やバックアップ、停電対策等の危機管理対策を実施する。 

‧ 水道施設台帳の情報を固定資産台帳の情報に整合させることにより、中長期的な更新需要の算

定の精度を向上させることについて検討する。 

留意事項 



 10 / 51 

 

 

 



 11 / 51 

 

 

 



 12 / 51 

 

 

 



 13 / 51 

 

（3） 水道施設の計画的な更新等 
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